
日
本
唯
識
思
想

の
研
究

-
安

養
唯
報

・
通
化
説

の
展
開
-

楠

淳

謹

「
同
学
砂

に
お
い
て
唯
識
宗
の
正
義
は
確
立
さ
れ
た
」
と
み
る
学
者

(1
)

も
あ
る
よ
う
に
、

一
般
に
日
本
唯
識
教
学
は
鎌
倉
初
期
に
編
纂
ざ
れ
た

『
唯
識
論
同
学
鋤
』
の
成
立
を
も

つ
て

「
帰
着
点
」
と
み
な
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
、
『
同
学
砂
』
は
主
に
古
抄
物

や
蔵
俊

の

『菩
提

院
問
答
抄
』

を
規
範
と
し
て
、
当
時
の

一
般
的
教
説
に
基
準
を
お
い
て

作
成
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
宗
義
を
最
終
的
に
決
着
し
た
書

(2
)

で
は
な
い
。
鎌
倉
か
ら
室
町
に
か
け
て
の
時
代
に

『
同
学
鋤
』
収
録

の

教
説
を
ひ
る
が
え
す
よ
う
な
事
態
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
き
て
い
る
の
も

こ
の
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
唯
識
教
学
は
そ
の
中
に
相
対
立

す
る
面
を
幾

つ
か
有
し
な
が
ら
、
平
安

・
鎌
倉

・
室
町
と
順
次
展
開
さ

れ
て
い
っ
た

と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
今
回
述
べ
る

「安
養
報
化
」

な
ど
は
そ
う
し
た
異
義
を
有
す
る
典
型
的

な
例

の

一
つ
で
あ
り
、
後

世
、
『
同
学
妙
』
所
説
の
教
説
と
ま
る
で
別
の
展
開
が
多

々
み
ら
れ
た

好
例
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
「
安
養
報
化
」

で
あ
る
が
、

こ
の
論
題
は

一
言

で
い
う
と
、

弥
陀

の
浄
土
が
た
だ
報
土
-
十

地
菩
薩
所
見

の
土

(他
受
用
土
)
-

の
み
に
限
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
報
土
ば
か
り

で
な
く
化
土
-
三

乗
同
見

の
土

(変
化
共
浄
土
)

も
ま
た
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
問
題

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題

の
そ
も
そ
も

の
お
こ
り

は
と

い
え

ば
、
宗
祖
慈
恩
大
師
基

(
六
三
二
-
六
八
二
)
の

『
義
林
章
』
「
仏
土
章
」

に
唯
報

・
通
化
の
二
釈
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

い

わ
ゆ
る
唯
報
釈
と
は
、
(
一
)『観
経
』
に
阿
碑
抜

致
不
退
菩
薩

が
往

生

し
、
少
善
根
の
者
は
往
生
し
な
い
と
あ

る
点
、
(
二
)『浄
土
論
』
に
女

人

・
根
欠

・
二
乗
種
等
が
生
じ
な
い
と
あ
る
点
、
(
三
)『摂
大
乗
論
』
に

凡
夫
の
十
念
往
生
は
別
時
に
生
ず
る
の
意
で
あ
る
と
あ
る
点
、
(
四
)
(
『観

経
』
に
弥
陀

の
毫
相
が
五
須
弥

の
如
し
と
あ
る
点
、
(
五
)『観
世
音
菩
薩

授
記
経
』
に
等
覚

の
菩
薩

で
あ
る
観
音
が
弥
陀
の
補
処
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
-
以

上
の
五
点
を
根
拠
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

一

方
、
通
化
釈
と
は
、
(
一
)『阿
弥
陀
鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
』
に
弥
陀

に
も

父

・
母

・
子

・
魔

・
調
達

・
王
城
等

の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点

日
本
唯
識
思
想

の
研
究
 
(
楠
)
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日
本
唯
識
思
想
の
研
究
 (楠
)

(二)

『観
経
』

の
九
品
生
の
中
に
二
乗
衆

の
名
が
み
ら
れ

る
と
い
う
点

(
3
)

-
以

上

の
二
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
釈
を
た

て
た

の

ち
、
慈
恩
大
師
が
そ
の
取
捨
を
後
学

の
意
に
ま
か
せ
て
し
ま

っ
た
と
こ

ろ
に
、
後
世
、
種

々
に
諄
わ
れ
る
大
き
な
原
因

が
あ

っ
た

わ
け
で
あ

る
。日

本
に
お
い
て
当
初
、

こ
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か

は
今
一

つ
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
現
存
す
る
資
料
の
中

で
最
も
古

い

時
代
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
第

一
に
蔵
俊

の

『菩
提
院
問
答

抄
』
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
は
現
在
は
散
逸
し
て
無
く
、
貞

慶
の

『
唯
識
論
尋
思
紗
』
や
良
算
の

『
唯
識
論
同
学
紗
』
等
に
そ
の
断

片
を
留
め
る
程
度

で
あ
る
が
、

こ
と
、

こ
の

「安
養
報
化
」
に
関
し
て

は
、
『
同
学
鋤
』
に

「菩
提
院
僧
都

の
筆
を
略
し
て
」
そ
の
大
意

が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
そ
の
内
容
を
窮
う
に
、
蔵
俊
は
明
ら
か
に

「唯
報
説
」
に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
蔵
俊
説
く
と
こ
ろ

の
唯
報

説
と
は
主

と
し
て
慈
恩
の

「唯
報
釈
」
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
た
だ
彼
の
場
合
は
明
ら
か
に

「唯
報
」

の
側
に
立

っ
て

「通

化
」
の
面
を
破
し
て
い
る
点
に
、

そ
の
立
場
が
鮮

明
に
示
さ
れ

て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
慈
恩
の
通
化
釈
を
根
拠
に
展
開
す
る

「通
化
説
]
に

対
し
て
、
蔵
俊
は
、
(
一
)『鼓
音
王
経
』
の
化
身
は
報
身
仏
に
他
な
ら
な

い
、
(
二
)『観
経
』
等
に
示
さ
れ
る
二
乗

・
異
生
衆
は
仏

・
菩
薩
の
化
現

で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
別
時
意
趣

・
対
時
秘
・密
で
あ
る
-
と

反
論
し

(
4
)

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
蔵
俊
は
、
唯
報
説
を
主
張
し
た
人
物
で

あ

つ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
蔵
俊

の
唯
報
説
に
対
し
て
、
あ
え
て
通
化
説

を
論
じ
た
人
物
が
い
る
。
蔵
俊
か
ら
み
れ
ば
孫
弟

子
に
あ
た
る
解
脱
房

貞
慶

(
一
一
五
五
-
二
二
一
三
)
で
あ
る
。
彼
は
、
『
論
第
十
巻
尋

思
砂

別
要
』
の

「西
方
有
異
義
」
に
お
い
て
、

中
品
三
輩
二
乗
衆
也
。
若
唯
菩
薩
不
共
浄
土
者
二
乗
堂
住
哉
。
加
之
設
業
因

挙
世
三
福
業
。
所
謂
孝
養
父
母
奉
仕
師
長
等
也
。
其
因
既
不
超
汎
爾
業
所
感

(5
)

果
報
堂
異
弥
勒
下
生
時
哉
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
『観
経
』
に
説
か
れ
る
二
乗
衆
の
存
在
を
化
土

の

あ
る
証
と
し
て
重
視
し
、
ま
た
往
生
の
業
と
さ
れ
る
三
福
業
が
汎
爾
の

業
を
な
ん
ら
超
え
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
所
感
の
果
報
が
弥
勒
下
生
時

と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
通
化
説
を
主
張

し
た
の
で
あ

っ
た
。

『
同
学
砂
』
に
収
録
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
蔵
俊

の
説

は
当
時
か

な
り
有
力
な
説
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
孫
弟
子

の
貞
慶
が
あ
え
て
通
化
説
を
主
張
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
そ

こ
に
は

「
固
定
化
さ
れ
た
数
学
の
師
資
相
承
」
と
い

っ
た
形
態
は
お
よ
そ
窺

わ

れ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

つ
い
で
鎌
倉
中
期
に
入
る
や
、
良
遍

・
顕
範
ら
が
あ
い
つ
い
で
通
化

説
を
主
張
す
る
。
ま
ず
、
良
遍

(
一
一
九
四
-
一
二
五
二
)
で
あ
る
が
、

彼
は
貞
慶
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
人
物

で
、
宝
治
二
年

(
一
二
四
八
)
に
著

し
た

『観
心
覚
夢
砂
補
閾
法
門
』
「西
方
報
化
」

の
中

で
、
七

つ
の
理

由
を
挙
げ
て
通
化
説
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
特
筆
す
べ
き
は
、
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一
切
の
仏
身

に
は
必
ず
三
身
が
備
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
三
身
そ
れ
ぞ
れ

に
所
居
の
土
が
あ
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る

「唯
識

の
道
理
論
」
に
よ
る

展
開
を
お
も
だ

っ
て
示
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
極
楽
界
と

い
う
と
き
は
報
土
で
あ
る
が
弥
陀
浄
土
そ
の
も
の
に
は
化
土
も
あ
る
と

(
6
)

い
う
解
釈
に
も
、
良
遍
独
特

の
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

次
に
顕
範

(
一
二
四
五
-
?
)
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
も

弥
陀
可
有
三
身
土
。
…
…
情
案
道
理
。
…
…
論
実
義
者
地
上
菩
薩
住
他
受
用

土
、
二
乗
異
生
等
可
生
変
化
土
。
…
…
凡
九
品
之
機
皆
是
地
前
等
也
。
…
…

撲
揚
大
師
自
欣
西
方
。
…
…
秋
篠
大
徳
増
明
記
初
偶
頽
云
、
共
生
西
方
安
楽

国
唯
願
種
覚
加
神
力
臨
命
終
時
放
慈
光
引
導
清
浄
安
楽
界
彼
者
釈
唯
識
義
燈

不
専
安
養
者
非
可
発
此
願
。
昌
海
和
尚
属
彼
門
人
。
抄
西
方
念
仏
集
勧
彼
土

(
7
)

往
生
。
可
知
通
化
土
之
義
真
理
之
説

ナ
リ
ト
云
事
。

と
、
ま
ず

「唯
識
の
道
理
」
よ
り
通
化
を
主
張
し
、

つ
い
で
第
三
祖
智

周
や
日
本

の
善
珠

・
昌
海
ら
が
西
方
を
欣
求
し
て
み
せ
て
衆
生
を
化
導

し
て
い
る
の
は
化
土
の
あ
る
証
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
道
理
に
の
っ
と

っ
て

「通
化
説
」
が

論
じ
ら
れ
、

こ
れ
が
か
な
り
有
力
に
な
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
し
か

し
、
「
唯
報
説
」
が
ま

っ
た
く
説
か
れ
な
く
な

っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

鎌
倉
か
ら
室
町
に
か
け
て
の
作
と
考
え
ら
れ
る

『南
都
論
草
』
所
収
の

(8
)

「変
化
長
時
浄
土
」
と
い
う
論
草
に
は
、
唯
報
説
が
自
明
の
こ
と
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
か
ん
が
み
れ
ば
、
『
同
学

鋤
』
成
立
以
降
も
、

二
説
相
競

い
あ

っ
て
い
た
事
実
が
よ
り
は

っ
き
り

と
確

か

め

ら

れ

る

で

あ

ろ

う
。

お

よ

そ
、

「
宗

家

二
義

あ

り
」

と

か

「
異

義

ま

ち

ま

ち

」

と

さ

れ

る

論

義

の
多

く

は
す

べ

て

こ
の

よ

う

な
状

況

に
あ

り
、

従

来

い
わ

れ

る

よ

う

な

『
同

学

砂

』

の
成

立

を

も

っ
て

日
本

唯

識

教

学

の
帰

着

点

と

み

な

す

こ
と

は
早

計

で

は

な

い

か

と
思

わ
れ

る

の

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん

こ

の

論
題

だ

け

を

も

っ
て

そ

の
証

明

と
す

る
わ

け

に
は

い
か

な

い
が
、

以
後

機

会

が

あ

る

ご

と

に

こ
の
点

に

つ
い

て
考

察

し

て

み
た

い

と
思

う
。

1
 
富
貴
原
章
信

『
日
本
中
世
唯
識
仏
教
史
』
九
九
頁
。

2

『
同
学
鋤
』

の
成
立

に
関

し
て
は
、
城
福
雅
伸
君

が

『
印

仏

研

究
』

34

-
1

に
新

し
い
見
解

を
示

し
て
い
る
。

3
 

大
正

四
五

・
三
七

一
頁
。

4
 
大
正

六
六

・
五
八
六
頁
。

5
 
大
谷
大
学
所
蔵

本
。

6
 

日
大
蔵

六
四

・
一
三
六
頁
。

7

・
8
 
大
谷
大
学
所
蔵

『
南
都
論
草
』
所
収
。

(龍

谷
大
学
講

師
)

日
本
唯
識
思

想

の
研
究
 
(
楠
)
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